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今
後
２
桁
合
の
成
長
を
確
保
す

る
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
展
示
会
に
は
ヴ
ェ
オ
リ

ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
社
の
ア
ジ
ア

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
区
上
級
幹

部
が
勢
揃
い
し
、
ヴ
エ
オ
リ
ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
ジ
ヤ
パ
ン
の

ロ
ー
ラ
ン
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
社

長
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
た
。

２
、
ス
エ
ズ
の
パ
リ
本
社
で

は
、
イ
タ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
社
の

買
収
攻
勢
を
防
ぐ
た
め
に
、
政

府
主
導
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス

公
社
と
の
合
併
問
題
で
揺
れ
て

い
る
が
、
中
国
市
場
で
は
グ
ル

ー
プ
会
社
の
オ
ン
デ
オ
や
デ
グ

目
立
つ
ヴ
エ
オ
リ
ア
の
活
動

ス
エ
ズ
も
積
極
的
に
営
業
展
開

ま
た
今
年
に
入
り
２
件
の
新

規
受
注
を
発
表
、　
一
つ
は
柳
州

市
の
給
水
人
日
■
０
０
万
人
の

Ｏ
＆
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（３０
年

契
約
）
、
も
う

一
つ
は
中
国
石

化
傘
下
の
北
京
燕
山
石
化
の
２５

年
Ｏ
＆
Ｍ
契
約
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
を
加
え
、
現
在
ヴ
ェ
オ
リ

ア

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
中
国
国
内

で
合
計
１９
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

獲
得
し
た
こ
と
に
な
り
、
７
０

０
０
人
を
雇
用
、
ま
た
２
０
０

５
年
の
中
国
へ
の
投
資
総
額
は

４

・
７
億
ユ
ー
ロ

（約
６
６
０

億
円
）
に
達
し
て
い
る
。
さ
ら

に
フ
レ
ロ
氏
は
、
中
国
市
場
で

レ
モ
ン
を
核
に
、
積
極
的
に
営

業
展
開
し
て
い
る
。

２
０
０
５
年
は
、
青
島
の
水

道
、
給
水
人
口
２
３
０
万
人
の

Ｏ
＆
Ｍ
契
約

（２５
年
間
）
を
総

額
４

・
３
億
ユ
ー
ロ

（約
６
０

２
億
円
）
、
ま
た
上
海
石
油
化

学
工
業
団
地
向
け
工
業
用
水
、

排
水
処
理
の
Ｏ
＆
Ｍ
契
約
、
総

額
６
億
ユ
ー
ロ

（約
８
４
０
億

円
）
を
受
注
。

■
９
７
０
年
以
降
、
ス
エ
ズ

グ
ル
ー
プ
の
中
国
市
場
で
の
長

期
Ｏ
＆
Ｍ
契
約
は
２０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に

香
港
の
新
世
界
グ
ル
ー
プ
と
の

名ろ剃

召
―バル
ウ
ォータ
孝
づ

苦

村

和

就

世
界
水
協
会

（Ｉ
Ｗ
Ａ
）
の

第
５
回
総
会
が
９
月
１０
日
か
ら

‐４
日
ま
で
北
京
で
開
催
さ
れ
、

過
去
最
高
の
総
勢
３
０
０
０
名

の
参
加
、
海
外
か
ら
２
０
０
０

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
最
終

日
に
は
中
国
政
府
主
催
の
人
民

大
会
堂
で
の
晩
餐
会
で
盛
大
に

締
め
く
く
ら
れ
た
。

成
功
裏
に
終
わ
っ
た
Ｉ
Ｗ
Ａ

北
京
総
会
、
そ
の
背
景
と
こ
の

機
会
を
フ
ル
に
活
用
し
て
事
業

拡
大
を
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
水

企
業
の
動
き
を
、
５
日
間
の
現

地
取
材
を
も
と
に
述
べ
て
み
た

い
。中

国
政
府
は
、
「オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
に
中
国
の
威
信
を
全

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
為
に
あ

ら
ゆ
る
国
際
会
議
や
展
示
会
を

誘
致
す
る
」
と
い
う
国
家
方
針

を
も
と
に
、
今
回
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
総

会
を
最
高
の
機
会
と
捉
え
、
２

０
０
３
年
か
ら
国
家
建
設
部
、

国
家
水
利
部
、
環
境
保
護
委
員

会
、
財
政
部
、
公
安
部
、
北
京

市
人
民
政
府
等
と
合
同
で
実
行

委
員
会
を
作
り
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
本
部

（
ロ
ン
ド
ン
）
や
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
と
接
触
を
重
ね
て
来
た
。

そ
の
結
果
、
世
界
９０
ヵ
国
か

ら
参
加
が
あ
り
、
６
５
０
件
以

上
の
技
術

・
研
究
発
表
、
■
４

０
件
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ

ン
、
展
示
は
２
５
０
社
に
上
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
国
建
設

報

（新
聞
）
は

「我
国
政
府
十

分
重
視
本
次
大
会
、
全
球
的
成

功
挙
行
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
展
示
会
で
の
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
の
ブ
ー
ス
を
覗
い
て
み

た
い
。
ま
ず
は
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
。

■
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社
は
、
最

も
大
き
な
ブ
ー
ス
を
構
え
受
付

嬢
も
２
カ
所
に
配
置
し
て
い

る
。
中
国
国
内
で
は
既
に
、
天

津
、
成
都
、
上
海

・
浦
東
、
仁

川
Ｉ

・
工
期
な
ど
の
上
下
水
道

事
業
で
約
９
千
億
円
近
い
受
注

残
が
あ
り
、
中
国
市
場
で
の
自

信
が
窺
え
る
。

事
実
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア

・
ウ
オ

ー
タ
ー
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ア
ン
ト

ヮ
ー
ヌ

・
フ
レ
ロ
氏
は
９
月
１０

日
北
京
で
記
者
会
見
し

「ヴ
ェ

オ
リ
ア
は
将
来
の
水
事
業
の
重

心
は
中
国
に
置
く
」
と
宣
言
し
、

「中
国
政
府
の
水
事
業
の
開
放

政
策
に
伴
い
、
積
極
的
に
投
資

を
す
る
方
針
」
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

察
絡
察

北 京 で 開 かれ た I W Aの 第 5回 総 会

〇 & M 契 約 を強 化 す るス エ ズ



合
弁
会
社
シ
ノ
ー
フ
レ
ン
チ
を

活
用
し
、
中
国
の
北
東
部
の
上

下
水
道
事
業
、
ま
た
工
業
団
地

の
排
水
処
理
の
Ｏ
＆
Ｍ
契
約
獲

得
を
強
化
し
て
い
る
。

３
、
シ
ー
メ
ン
ス
は
も
と
も

と
中
国
に
於
け
る
交
通
シ
ス
テ

ム
や
通
信
、
送
電
シ
ス
テ
ム
に

強
く
、
水
処
理
に
力
を
入
れ
だ

し
た
の
は
最
近
で
あ
る
。
２
０

０
５
年
夏
に
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア
社

か
ら
買
収
し
た
米
国
の
Ｕ
Ｆ
フ

ィ
ル
タ
ー
の
技
術
を
も
と
に
中

国
市
場
に
参
入
す
る
宣
言
を
し

た
が
、
大
き
な
進
展
が
な
か
っ

た
。
２
０
０
６
年
９
月
Ｉ
Ｗ
Ａ

総
会
の
前
に
北
京
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ウ

ォ
ー
タ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社
の

買
収
を
発
表
し
た
。
こ
の
Ｃ
Ｎ

Ｃ
社
は
中
国
国
内
で
、
大
型
の

水
処
理
や
海
水
淡
水
化
に
実
績

を
持
つ
中
堅
の
会
社

（社
員
■

２
０
人
）
で
あ
る
。
シ
ー
メ
ン

ス
の
水
処
理
部
門
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、

ロ
ジ

ャ
ー

上
フ
ド

ッ
ク
氏
は

「‐５
％
の
成
長
を
遂
げ
る
中
国

市
場
は
シ
ー
メ
ン
ス
に
と
り
、

発
展
す
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

位
置
づ
け
、
当
面
の
目
標
は
２

Ｏ
０
８
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

２
０
■
０
年
上
海
万
博
に
置

き
、
更
な
る
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
で
シ

ス
テ
ム
と
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

シ ー メ ン ス は 最 近 水 処 理 に 力 を 入 れ だ した最 も 大 き な ヴ 五オ リア の ブ ー ス


